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「豊臣の天下統一」（「豊臣大研究」第５～８回） 

第 7 回 東国攻めと北条氏 

2026/7/25 黒嶋敏（東京大学史料編纂所） 

はじめに 

・豊臣秀吉の東国（小田原）攻め（1590 年） 

・惣無事令に従わず真田氏との争いを続けた後北条氏を、秀吉が大軍勢を率いて討伐したもの。

豊臣方は全国から約 20万の兵を動員して小田原城を包囲し、後北条氏を滅ぼした。 

・あわせて東北地方の諸大名を服属させており、ここに秀吉は全国統一を完成。 

・出兵に至る経緯を振り返りながら、秀吉の目指した天下統一の形、「惣無事令」説の問題点を考

えてみたい。 

 

¶１ 北条氏の従属 

・小牧・長久手の戦い…徳川家康は北条氏政と同盟関係（家康の娘が氏政の子氏直に嫁ぐ） 

秀吉は反北条氏（佐竹氏など）と連携、 

ただその後しばらく、家康が態度を明確にしなかったため、東国問題も棚上げ。 

・1586 年 10 月、家康の上洛（←秀吉妹の輿入れ、母大政所を人質に提出） 

→翌年、秀吉が九州から帰陣すると、東国・奥羽政策も本格化へ。 

・「惣無事」（複数の「無事」＝停戦）を掲げ、有力大名の帰趨を促していく。 

↓ 

・北条氏側の動き 

・1587 年末から「天下之御弓箭」に備え領内の軍備をテコ入れ（←秀吉の九州攻めの情報） 

・並行して、翌年夏には家康の斡旋に従い、氏政の弟氏規を秀吉のもとに上洛させる。 

・豊臣政権はこれを北条氏の従属と認識 

「京都ヘハ東國ヨリ相州氏直ノ伯父美濃ノ守上洛、東國悉和談相調了云々、奇特不思儀ノ事統

也、天下一等滿足充滿、天道如何、」（『多聞院日記』天正 16/8/18 条） 

 

「小田原城構内図・小田原陣図」（東京大学史料編纂所所蔵、内務省引継地図） 
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・北条氏は和戦両方の構えを崩さず。当主上洛の約束を先延ばし。 

・秀吉の認識を探る素材として史料１を検討してみたい。 

・東国出陣の直前、豊臣政権が諸大名に一斉配布し、 

政権の正当性を主張したもの。 

・出陣の経緯と、北条氏の失点を書き連ねる。 

１条目 氏規の上洛をもとに、北条氏は秀吉に服属した存在。 

２条目 家康と北条の国分けで上野は北条氏の配下となった 

 が、沼田領を実効支配できず。沼田領を分割する方針決定 

（３分の２を北条氏に、３分の１を真田氏） 

３条目 1588 年 12月、北条氏政が上洛する旨を報告してきた。 

４条目 そのなかで北条氏が上野の名胡桃城を奪取した。 

５条目 秀吉が天下人となった経緯と正当性 

（第５回レジュメ参照） 

・一方的な主張ではあるが、それだけに、政権の本質を示す史料。 

 

¶２ 関東動座 

・豊臣勢の出陣（本体…東海道ルート、別動隊…東山道ルート、 

 水軍…伊豆ルート） 

・秀吉 1590 年 3 月１日に京都を出陣 

・北条氏方の支城を次々に落とし、4月から小田原城包囲を開始 

・小田原開城が決まるのは７月。氏直の降伏（7/5）、小田原城受

取（7/7）、氏政・氏照兄弟の切腹（7/11）、秀吉の小田原入城

（7/13）と進む。 

・秀吉はさらに北上し、宇都宮を経て会津へ。 

・9月１日に京に到着。 

 

（池上 2002 より） 

 
豊臣秀吉小田原陣陣立諸（『『大

日本古文書伊達家文書』487号） 
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・約半年に及ぶ秀吉の遠征。戦火のうち、何を伝えたか？ 

・島津義久宛ての朱印状から 

 3/29 豊臣秀次軍による山中城攻略（史料２） 

 4/7『  山中城攻略と小田原接近（史料２） 

 4/23 小田原包囲の様子、関東各地の掌握、鎌倉観光（史料４） 

 8/11 会津到着、出羽・陸奥まで平定（史料５） 

・秀吉の狙い…後継者秀次の武威増強（後に奥羽で九戸の乱が起きると、秀次は再仕置を担当） 

・豊臣秀長は病気で従軍せず（九州攻めとの違い） 

・鎌倉、奥羽の果て 

・戦後処理 

・北条領だった関東には徳川家康が入部（約 250 万石、天下人による大名国替え） 

・徳川旧領の東海地方は、分割され、豊臣家子飼いの大名たちが入る。 

・東北地方には会津に蒲生氏郷が入り、奥羽の押さえに。 

 

おわりに 

・小田原攻めは、対象が滅ぼされている点でも、豊臣政権の全国統一戦を象徴する遠征に。 

・秀吉は公儀として、武力を持つことで「叛く者」らを討伐し、「降る者」へと変えてきた。 

・秀吉によって、戦国の社会的な混乱が、秩序をともなう静謐へと転換される。 

武力と静謐の関係は、秀吉の武威の根幹。 

・服属した大名には官職を与え（序列の明確化）、羽柴氏を名乗らせる（擬似的な同族組織） 

・不服従や忠誠度の低い大名は減封、軍事討伐の対象に 

・支配下に置いた土地には仕置を実施…検地（生産高を確定）・刀狩・城破り 

・武力を背景に「自力」の世界の否定 

・「小田原ノ様ムサ＼／ト落居、（中略）関白殿只人ニ非ス、ムサ＼／ト天道ニテ落居ト聞へ了、

頓テ御馬被入トテ、郡山ノ正二位大納言殿昨夕在京了、扨日本國六十余州嶋々迄一円御存分ニ

帰了、不思儀々々々ノ事也、高麗『・蛮 ヨリモ御礼ノ使罷越、京堺ニ逗留了、妙希代々々、」『（『多

聞院日記』天正 18/8/28 条） 

 

 

 

 

 

 

【参考文献】 

池上裕子 2002 年『日本の歴史 15 織豊政権と江戸幕府』講談社『  

藤木久志 1985 年『豊臣平和令と戦国社会』東京大学出版会 

竹井英文『 2012 年『織豊政権と東国社会『「惣無事令」論を越えて』吉川弘文館 

黒嶋『敏『 2018 年『秀吉の武威、信長の武威『天下人はいかに服属を迫るのか』平凡社 

戸谷穂高『 2023 年『東国の政治秩序と豊臣政権』吉川弘文館 
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家康期の江戸城を描いたとされる「本朝城絵図」（東京大学史料編纂所所蔵、部分） 
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